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チ リのペ ニャス湾 にお け る コシオ リエ ビ類 の

後 期 幼 生 に つ い て*

多部田修 † ・金丸信 一 ‡

On the post larva of Munida gregaria (Crustacea, 
Galatheida) in  Penas Bay, Chile, with reference 

         to mass occurrence in 1969 

    Osame Tabeta and Shin-ichi Kanamaru

コ シ オ リエ ビ類の 一 種Munidagregaria(Fabri--

cius)の 浮遊 性 の後 期 幼 生 は"Lobsterkril1"と 呼 ば

れ,南 半 球 に お け るザ トウ クジ ラ の重 要 な 餌料 と して

知 られ て い る.1'2)こ の幼 生 は ニ ュー ジ ラ ン ド,マ ゼ ラ

ン海 峡,フ ォー クラ ン ド諸 島 付近 にお い て しば しば大

量 に発 生 して,海 の表 面に 濃 密 な集 団 を っ くる こ とが

あ る.1～3)筆 者 らは水 産 庁 が 開 洋丸 に よつ て1968年11

月 ～1969年3月 に ペル ー,チ リの沖 合で 行 なつ た トロ

ー ル 漁場 開 発 調査 に参 加 し,チ リ南部 の ペ ニ ャス湾 に

お い て コ シオ リエ ビ類 幼 生 の大 発 生 群 を観 察 した.こ

の 幼 生 はMunidagregaria(Fabricius)のGrimo-

thea期 幼 生 で あ る こ とがわ か っ た の で,今 回 観察 し,

た この幼 生 の大 量 発 生 と分布 範 囲,餌 料 生 物 と して の

重 要性 等 に つ い て 報告 す る.

、調 査 海 域 と 調 査方法

ペ ニ ャス湾 は チ リ南部 に 位 置 し(Fig.1),ほ ぼ

4700ノ ～47'30!S,7430ノ ～7530!Wに 拡 が る比 較的 大

きな湾 で,そ の北 側 は タイ タオ半 島 に 囲 まれ,南 は チ リ

南 部特有 の 多 島海 に続い て い る.こ の湾 の ほぼ 中 央 部

(Fig.1のSt.1)の 水 深 は約150mで,チ リ国 にお

い て も トロー ル漁 場 と して 開発 の 途 上 に あ る といわ

れ る(チ リ側 調査 員S.Villanueva氏).筆 者 らが 乗

船 した水 産 庁 の 漁業 調 査 船 開 洋丸(3210ト ン)は,こ

の 湾で1969年1月21日 に トロール 試験 操 業 を行 なつ

た.'t)こ の 際 に コ シ オ リエ ビ類 幼 生 の大 量 発 生 は船上

か ら観察 され た.こ れ らの幼 生 の 分4」範囲 を調べ る た

め,」 月2!～221iに1.i径!3〔)Cmの 標準 型 稚 魚 ネ ッ
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トおよび10フ ィート型Isaacs-Kidd中 層 ネットを

用いて採集を行なつた.さ らにこの湾内の トロールに

よる漁獲物のうち,多 獲された3種 の魚を選んで胃内

容物調査を行ない,こ の幼生の餌料生物としての重要

性を検討した.

結 果

コシオリエビ類幼生の大量発生を観察した日時,場

所その他を下に示す.

ii時:1969年1ノ 」21日,10～11時.

観察の場所:ベ ニャス湾北部一帯,特 に47。S,

75。W付 近.

観 察場所(Fig.1のSt.!)の 環 境:水 深約

!50m,底 質 砂泥,表 面水温13.5。

C,底 層水温7℃.

天 候:天 気D,気 温13.5uC,風 速NNW6m,

筆者 らは本調査船が この湾に入つた後に,海 面上10

数mの 船橋から視界一ばいの水面に赤潮のような現

象を観察 した.そ の色調は鮮紅色で,これは1968年12

月に 北部ペルー のLobosdeAfera島 付近で観察

したCopepodaな どの小型甲殻類による広大な赤潮

域に比 して,よ り鮮明であつた.筆 者らは直ちに甲板

へ出て観察した結果,こ の現象は全長数cmの 小エ

ビの濃密群 によるものであつた.そ してこれらの小

エビは直径数10cm～]mの ボール状の単位集団をな

し,さ らにこれ らが群集団を形成し,各 個体は活発

に水面上へ跳ねる行動をしていた.こ のような濃密群

は潮目において特に顕著であつた.な お,以 上のよう

な光景はFig.1のSt.1(ト ロール操業地点)に 至



るまでの45分間,8マ イル以上の範囲にわたつて連

続してみられた。この地点において調査船は試験操業

を行ない,こ の作業巾に船の速度を 約10ノ ットか ら

3.2ノ ッ トに減速した.と ころが,エ ンジン冷却水

の取水口(Kingstonevalve)は その網目をこの幼

生によつて塞がれ,停 船を余儀なくされた,こ の停船

中に筆者らはたも網によつてこの小エビを採集 し,こ

れが鉗脚の先端から尾部後端までの全長3～4cmの

コシオ リエビ類Munidaの 幼生であることを確認し

た(Fig.2).

つ ぎにこの幼生の分布範囲を知るためにFig,1.の

湾外のSt.2～6に おいて稚魚ネットによる2ノ ッ

ト,10分 間の表届びきを行なつた.そ の結果,St.2

(21i=L20.00～20.10)お よ びSt.3(22U,00.30～

OO.40)に お い て76個 体 と33個 体 の幼 生 が 採 集 され

た.ま たSt.7に おい て 行 なつ たIsaacs-Kidd中層

ネ ッ ト(22L-1,09.12～09.32;50～60m層)に よつ

て も1個 体 の幼 生 が 得 られ たが,St.4～6に お い て

は採 集 され なか っ た,

ペ ニ ャス 湾 に お け る トロール 操 業(Fig.1のSt.1)

に よつ て 約1.5ト ン,13種 の魚 類 が 漁 獲 され た.こ

れ らの うちか ら 多獲 され た シ マ ガツ オBramaraii

(Bloch),ソ コ ダ ラ類 のMacruronusmagellanicus

Lonnberg各20個 体,ク ロ タチ カマ ス類Thyrsitesatun

(EUphrasen)2個 体 を選 んで 胃内 容物 調 査 を 行 な い,

コ シオ リエ ビ類 幼 症 の摂 餌 状 況 を調 べ た(Table1).

Fig. 1. Map of  Penas Bay and its adjacent, south Chile, especially 
       showing the observed location and the distribution of the 

        larva. St. 1, trawl ground; St. 2-6, stations of fish-larva net; 

        St. 7, station of Isaacs-Kidd net. Solid circle, present; open 
        circle, absent. 

Table 1. Stomach contents of three fishes caught in Penas Bay.

Brama raii (Bloch) 
     (36-55 cm) 

Macruronus magellanicus 
Lonnberg 

     (23-51 cm) 

Thyrsites atun 
 (Euphrasen) 

     (34, 45 cm)

Munida gregaria (Crustacea) 
Hyperiidae (ii ) 
Euphausiacea (I, ) 
Stomatopoda larva (ii ) 
Myctophidae (Pisces) 

Hyperiidae (Crustacea) 
Stomatopoda larva (» ) 
Macruronus magellanicus (Pisces) 
Penaeidea or Caridea (Crustacea) 
Euphausiacea (ii ) 

Digested fish



この表 で み るよ うに80%の シマ ガ ツオ が この幼 生 を

摂 餌 してお り,シ マ ガ ツオ!個 体 当 りの 摂餌 数 は平 均

36.5個 体 で あ つ た.一 方,ソ コ ダ ラ類 に お いて は ク

ラゲ ノ ミ類Hyperiidaeが 多数 を占 め,ク ロ タチ カマ

ス類 にお い て は 消 化中の 魚 類 だ けが み られ,い ず れ も

コ シ オ リエ ビ類 の幼 生 は 認 め られ な か つ た.

:考 察

今 回観 察 され た コ シオ リエ ビ類Munidaは 額 角 を

除 い た 甲長 が6.0～9.4mm(平 均7.2mm,20個 体

測定)の 幼 生 で,そ の 額 角 は基 部 で 幅広 く,甲 殻 は柔 か

い.眼 球 は比 較 的 小 さ く,眼 柄 は 細長 くて,体 軸 に対

して直 角 に つ いて い る(Fig.2).Thirdmaxi11iped

は よ く発達 し,そ のTerminalsegmentsは 葉 状 で

あ る.生 時 の体 色 は 鮮紅 色 で あ る.こ れ らの 特徴 は

Matthewsら のMunidagregariaのGrimothea

期(postlarvalstage)の 幼 生 の それ とよ く一 致 す

る.1・5)前 述 の よ うに この 幼 生 は ニ ュー ジ ラ ン ド,マ

ゼ ラ ン海 峡,フ ォー クラ ン ド諸 島付 近 で 時 に大 量 に 発

生 す る こ とが 知 られ て い るが,1～3)南 米 大 陸 の 太 平 洋

側 に お け る記 録 は 少 な い よ うで あ る.1)Raynerに よ

れ ば この幼 生 はパ タゴ ニ ヤお よ び フ ォー ク ラン ド諸 島

付 近 に お い て は,主 と して200mの 等 深 線 よ り浅 い 沿

岸 域 に 限つ て 出 現 す る とい わ れ る.3)し か し今 圓の ペ

ニ ャス湾 付 近 で は湾 内だ けで な く,Fig.1のSt.3

(47。S,77。W;水 深 約2000m)付 近 に まで も分 布 し

て い た.こ の コ シオ リエ ビ類 の成 熟 個 体 は主 と して 沿

岸底 に生 息 す るの で,3>そ の 幼生 は ペ ニ ャス湾 で 大 量

に 発生 して,沖 合へ も漂 流 して行 つ た の で あ ろ う.こ

れ らの海 域(Fig.1のSt.1～7)は 開洋 丸 の 海 洋

観 測結 果 に よれ ば 同 じ亜 南 極水 系 に 属 す る と考 え られ

る.4)

この幼 生 は魚 類,海 鳥類 の餌 料 と して も重 要 で,1・5)

ニ ュー ジ ラ ン ド 付 近 に お い て は この幼 生 が 発 生 す る

と,そ の水 域 の あ らゆ る魚 類 の消 化管 か ら幼 生 が発 見

され る とい われ る.6)今 圃 の 観 察 で は シ マ ガ ツオ は こ

の幼 生 を選 択 的 に摂 餌 して い たが,ソ コ ダ ラ類 で は ま

つ た くみ られ なか つ た.こ の よ うに ソ コ ダ ラ 類か ら こ

の幼 生 が認 め られ な か つ た の は,こ の魚 が 摂 餌 に際 し

て幼 生 を 回避 して い る こ とに よ るのか,そ れ と も今 回

は単 に両 種 の接 触 が なか つ た こ とに よ るの か,今 後 さ

らに検 討 す る必 要 が あ ろ う.

北 米 大 陸 の太平 洋側 のLowerCalifornia付 近 に

お い て は,別 種 の コ シ オ リエ ビPleuroncodesplanipes

Stimpsonの 大発生群(こ れ もLobsterkrillと 呼ば

れることがある5・7))によつて船のSuctionvalveが

塞がれることがある.7)開 洋丸はM.gregariaの 幼

生によつて減速時にKingstonevalveを 塞力s'れ,こ

の湾内で 当初計画 した3回 の トロール操業を1回 に

とどめざるを得なかつた.Villaneuva氏 によればペ

ニャス湾においては夏季にしばしばこの幼生が大量に

発生 し,湾 内における船舶の航行に障害となることが

あるとい う.

最後に,こ の研究について発表の機会を与えられた

エメラル ド団長の東海区水産研究所土井長之博士,調

査に協力された開洋丸桜井五郎船長ほか乗組員一同,

本報告のご指導を頂いた九州大学農学部塚原博,三 宅

貞祥の両教授 と熊本大学教育学部馬場敬次助教授 に深

謝する.また,調査団員の日本海区水産研究所永原正信

技官,東 北区水産研究所小滝一三技官からは海況など

についてご教示を受け,九 州大学農学部嶺井久勝氏か

らは標本を写して頂いた.こ こに厚 く御礼申し上げる.

Fig. 2. Swimming post larva of 
       Munida gregaria (Fabri-

        cius), 8.0 mm in carapace 
        length.
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                                      Summary 

   During the voyage of exploration of trawl fishing ground off the Pacific coast of South America 
by R. V. Kaiyo-maru, Fisheries Agency, the authors observed the mass occurrence of the Munida 
larva which was known as " Lobster krill", an important whale food, in Penas Bay of south Chile, 
on January 21, 1969 (Fig. 1). The swarm of the larva made our vessel stop by blocking the 
Kingstone valve on the way of trawl operation. The observations were summarized as follows : 

   1) The most prominent swarming of the larva was observed in the northern waters of the 
bay, especially around the station of 4T S. and 75° W. (St. 1 in Fig. 1). The swarming area 
extended to the course of over 8 miles. 

   2) According to the survey of fish-larva and Isaacs-Kidd nets, the larvae were found even 
in the open sea (Fig. 1). These were considered being swept away from the bay. 

   3) Brama raii was recognized to take exclusively the larva as food, but in Macruronus 
magellanicus the authors could not find a trace of Munida in their stomachs (Table 1). 

   4) The larvae which measured 6.0-9.4 mm in carapace length except rostrum were revealed 
to belong to the Grimothea stage (post larval stage) of Munida gregaria (Fabricius) (Fig. 2). 

   Contribution from Emerald Operation (Scientific Expedition on Fishes off Peru and Chile 
                   by Kaiyo-maru, Fisheries Agency). 

   Osame Tabeta : Fisheries Laboratory, Faculty of Agriculture, Kyushu University, Fukuoka, 
                     Japan. 

   Shin-ichi Kanamaru : Hokkaido Regional Fisheries Research Laboratory, Hokkaido, Japan.


